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Ⅰ．は じ め に
著者らは，Csikszentmihalyi と Larson１）によって開発されたExperience Sampling Method
（以下 ESMとする）を用いて特定の地域や集団のレジャー行動調査を行なっている。２００１年
から２００５年までは，ESM調査ツールであったポケットベルやアラーム機能つき腕時計と筆記
用具に替えて携帯電話のメール機能（以下携帯メール）によるESM調査ツールを開発し，そ
の有効性を検証した２）３）。その結果２００５年の大学生を対象にしたESMによるレジャー行動調
査では，携帯メール機能を活用したESM調査方法は従前のツールよりも機能性が高いことを
報告した４）。その後，開発したESM調査ツールを用いて，特定の地域や集団のレジャー行動
傾向を明らかにすることを目的とした本調査に着手した。２００６年の調査では，対象となる特定
の集団と地域を大学生と北方圏とした。この調査では，北方圏の特徴のひとつである夏季と冬
季の日照時間の違いに着目し，日照時間という外的環境要因が日常活動やその活動時の気分，
特にレジャー行動へ及ぼす影響の有無等を検証した５）。２００７年からは対象者に既婚女性を加え，
北方圏に住む既婚女性群と女子大学生群のレジャー行動調査を同時に実施し，２群のレジャー
行動の比較により以下の結果を得た６）。
１．既婚女性の活動場所の中心は，平日と週末ともに「自宅」が６割以上を占めている。
２．既婚女性の同伴者は平日週末ともに「家族・親戚」が６割以上を占めている。活動人数は
平日と週末ともに１日の９割程度を家族中心に過ごす傾向がうかがわれる。
３．既婚女性の活動場所や同伴者の比率は，平日と週末とで大きく変化しないにもかかわらず
レジャー認識に差が見られた。週末に「自由行動」の割合が高くなり，活動内容がレジャー
認識に影響を与えたと考えられる。
４．家庭で多くの時間を過ごす既婚女性は，自分の時間が少なく単調な生活をしているイメー
ジがあるが，実際には「自由」を感じている女子大学生より「わくわく」「満足」とポジティ
ブな気分でいることがわかった。状況については平日の方が「忙しい」「活動的」で，女子
大学生よりも既婚女性のほうが「忙しい」「活動的」な傾向が見られた。
本研究では，日照時間という外的環境要因が北方圏に住む既婚女性の日常活動や活動時の
気分，特にレジャー行動へ及ぼす影響の有無を検証することを目的とする。
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Ⅱ．研究の方法
北方圏に住む既婚女性に冬至に近づき日照時間が短くなりつつある２００７年１０月２３日（火）～
２９日（月）（以下１０月）と夏至直後の日照時間が長い２００８年６月２３日（火）～２９日（月）（以下
６月）の７日間ずつ，同じ対象群にESM調査を実施し，比較検討した。ESM調査は，携帯
メールを活用したESM質問項目を作成し，送受信用のコンピュータに被調査者への発信時間
と被調査者の転送時間が記録されるように設定して実施した。
１ 調査の対象・期間・携帯電話への呼び出し時間帯と回数
１０月対象：北海道寿都郡Ｋ町在住既婚女性２２名（スクリーニング後は，２１名）
北海道のＡ大学女子学生 １９名（スクリーニング後は，１７名）
６月対象：北海道寿都郡Ｋ町在住既婚女性１３名（１０月調査者の中から６月調査に協力を得られ
た既婚女性）
北海道のＡ大学女子学生 ２４名（１０月調査者と同じ学科の同学年の学生）
１０月期間：２００７年１０月２３日（火）～２９日（月）の７日間
６月期間：２００８年６月２３日（火）～２９日（月）の７日間
１０月の呼び出し時間帯と回数：午前８時から午後１０時までの間で１日７回
６月の呼び出し時間帯と回数：午前８時から午後１０時までの間で１日７回
２ ESM調査票（携帯メールの内容）とスケジュール票の内容
調査者には，ESM調査票注１）にあたる携帯メールの内容とスケジュール票を調査前に配付し，
質問項目についての説明等をおこなってから調査を開始した。スケジュール票には１日の行
動を振り返り必ずその日の就寝前に行動内容を記入するよう依頼し，調査終了後に回収した。
３ 調査の実施事前準備
 送受信の設定
送信メールは１日７回実施し，２時間毎の間に被調査者にランダムにメールが送信でき
るようプログラムを作成し，自動的に送信するシステムを構築した。
 被調査者への調査に対する説明とスケジュール票の配付
被調査者へは，ESMによる調査法の概説と返信メールの返信方法ならびにスケジュー
ル票の記入方法について資料をもとに説明した。また，長時間メールが送信されてこない
等のトラブルが生じた場合は，ただちに実験者に同じ携帯電話を使用して電話または，メー
ルでその事実を伝えるよう指示した。同時に被調査者のメールアドレスをコンピュータに
入力した。次にこれらのメールにテストメールを発信し被調査者からは，回答メールを返
信してもらった。被調査者からの返信が正常であることを確認した後，本調査を実施した。
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４ データのコード化
 レジャー・レクリエーション経験認識スコアの採用とコード化
ひとがある活動をしている最中に，その活動を主観的にレジャー・レクリエーション経
験と捉えるか，非レジャー・レクリエーション経験と捉えるかを測る方法として，レジャー
経験認識スコアを用いた。
 ５段階のリッカート尺度化された回答については，１～５までの素点を用いた。
５ 検定方法
検定は，χ２検定を用いた。いずれも有意水準を０．０５とした。
６ スクリーニング
 有効回答の総回数が７日間で５０％未満の調査者のデータはすべて用いない。
 送信後２時間以後に転送されたデータは用いない。
 回答内容が著しく不自然なデータは用いない。
７ スケジュール票の回収と個人面接
スケジュール票の回収は，調査終了の翌日からの２日間で実施した。調査者が被調査者か
ら直接スケジュール票を回収する際に個々の被調査者に対して本調査に関する聴き取りを行った。
Ⅲ．結果と考察
１ 回収率
 返信時間毎の回収件数
被調査者３７名（既婚女性１３名，女子学生 ２４名），スクーリングの結果まず４名のデー
タを削除し，３３名（既婚女性１３名，女子学生２０名）を対象とした。前送信件数１，６１７件の
うち，有効回収件数は１，２５７件（回収率７７．７％）であった。
 累積回収率
図１ 時間毎の累積回収率
既婚女性群と学生群の返信時間による回収率を
比べたところ５分未満では４０．５％－３４．０％，１０分
未満では５７．３％－４１．２％，１５分未満では５０．８％－
４６．３％と高い値でほぼ同じ傾向を示した（図１）。
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 調査日毎の有効回収率
図２ 調査日毎の回収率
学生群の日毎の有効回収率は，調査期間の後
半に低下し，最終日の７日目には前日より回復
した。既婚女性群は，学生群に比べ全調査期間
において高い回収率を維持した（図２）。この
結果は，１０月と同じ傾向を示した。
 調査日毎の回収率（時間帯別）
学生の平日と週末の回答率にはｐ＜０．０１水準で有意差がみられた。時間帯では，金曜日
の夜が５９．４％で最も低く，次いで土曜日の朝の６８．８％であった（図３）。この回収率は，１０
月の調査結果と同じ値であった。また，スケジュール票から，回収率の低い金曜日の夜の
活動内容は「アルバイト」，「友人と遊ぶ」土曜日の朝は「睡眠」が主であることも１０月の
調査結果と同じであった。土曜日の平均起床時間は，８：２０であった。
図３ 調査日時毎の回収率（学生）
既婚女性の平日と週末の回答率にはｐ＜０．０１水準で有意差がみられた。時間帯では，日曜日
の午前中が８４．１％で最も低く，次いで日曜日の昼８４．４％であった（図４）。この回収率は，１０
月の結果では，日曜日の午前中が６８．８％で最も低く，次いで日曜日の昼８４．４％で同様の傾向を
示した。スケジュール票から，１０月では，回収率の低い日曜日の朝の活動内容は「家事（食事
づくり，洗濯，掃除）」，日曜日の昼は「中学校のバザー参加」と「家事（買い物，食事づくり）」
が主であった。６月の調査では，日曜日の朝の活動内容は「家事（食事づくり，洗濯，掃除）」，
日曜日の昼は，１０月の調査の「中学校のバザー参加」に替わって「地域のイベント参加」と
「家事（買い物，食事づくり）」で活動内容もほぼ同じであった。
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図４ 調査日時毎の回収率（主婦）
１０月調査の日曜日の平均起床時間は，既婚女性群は６：４０，学生群は８：４０であった。６月調
査の日曜日の平均起床時間は，既婚女性群は６：２０，学生群は８：００であった。既婚女性群，学
生群ともに日の出が早くなった６月調査の方が，早起きであった。
２．既婚女性における活動の場所・内容・同伴者の傾向とレジャー・レクリエーション経験認識
既婚女性における活動の場所，内容，同伴者の傾向について件数と割合を求めた。レジャ ・ー
レクリエーション経験認識と活動時の気分は５段階評価の値をポジティブなほうが５点にな
るように修正を加え統一した。レジャー・レクリエーション経験認識が３点以上を「レジャ ・ー
レクリエーションとしての認識が高い」とした。さらに，平日（火曜・水曜・木曜・金曜・
月曜）と週末（土曜，日曜），及び１０月と６月とで比較した。
 活動場所
①件数の１０月・６月比較（表１，図５）
２００８年６月に実施した調査の既婚女性における７日間のデータは合計２０７件であった。
「自宅」の割合が平日４４．８％，週末５０％でともに１番高かったが，１０月に比較すると６
月のほうが「自宅」の割合が約２１．４％減少し，平日では「学校」が約１７％，「商業施設」
が約６％増加した。週末は「勤務・アルバイト先」が８．４％増加した。
平日の活動場所は多かった順に「自宅」４４．８％（－２４．３％，以下カッコ内は１０月との
差）「学校」２４．５％（＋１７．３％），「商 業 施 設」１１．５％（＋７．６％），「移 動」７．３％（＋
０．１％），「勤務・アルバイト先」６．４％（－１．８％），「その他」４．５％（－２．２％），「病院」
０．６％（－０．１％），「出張・実習先」０．３％（－２．２％）の順であった。
週末では「自宅」５０％（－１３．５％），「商業施設」１２．７％（＋３．９％），「勤務・アルバ
イト先」１１％（＋８．４％）「その他」１１％（＋２．９％），「移動」７．６％（－４．６％），「知人・
友人宅」４．２％（＋１．３％），「学校」３．４％（＋１．９％）の順であった。
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表１ 既婚女性における活動場所別割合とレジャー経験値（１０月・６月）
図５ 既婚女性における活動場所の１０月・６月比較（７日間）
②活動の場所によるレジャー・レクリエーション認識
レジャー・レクリエーション認識が３点を超え高かったのは平日の「出張・実習先」
４点と「その他」３．３３点のみであった。他の場所は１０月と６月ともにほぼ同じ認識傾向
を示した。
２００７年１０月
７日間 平日 週末
ｎ
レジャー
値平均
％ ｎ
レジャー
値平均
％ ｎ
レジャー
値平均
％
場
所
自宅 ６６３ １．７８ ６７．６ ４９１ １．７７ ６９．２ １７２ １．８１ ６３．５
知人・友人宅 ２０ ２．７０ ２．０ １２ ２．３３ １．７ ８ ３．２５ ３．０
学校 １６ ２．００ １．６ １２ １．５０ １．７ ４ ３．５０ １．５
商業施設 ５２ ２．８５ ５．３ ２８ ２．６４ ３．９ ２４ ３．０８ ８．９
勤務・アルバイト先 ６５ １．２６ ６．６ ５８ １．２６ ８．２ ７ １．２９ ２．６
移動 ８４ ２．３５ ８．６ ５１ １．９４ ７．２ ３３ ２．９７ １２．２
病院 ６ １．５０ ０．６ ５ １．６０ ０．７ １ １．００ ０．４
出張・実習先 ５ １．６０ ０．５ ５ １．６０ ０．７ ０ ０．００ ０．０
その他 ７０ ２．６１ ７．１ ４８ ２．５２ ６．８ ２２ ２．８２ ８．１
総計 ９８１ １．９３ ７１０ １．８３ ２７１ ２．２０
２００８年６月
７日間 平日 週末
ｎ
レジャー
値平均
％ ｎ
レジャー
値平均
％ ｎ
レジャー
値平均
％
場
所
自宅 ２０７ １．５８ ４６．２ １４８ １．５３ ４４．８ ５９ １．７１ ５０．０
知人・友人宅 ５ １．６０ １．１ ５ １．６０ ４．２
学校 ８５ ２．０４ １９．０ ８１ ２．０１ ２４．５ ４ ２．５０ ３．４
商業施設 ５３ ２．５５ １１．８ ３８ ２．３９ １１．５ １５ ２．９３ １２．７
勤務・アルバイト先 ３４ １．２４ ７．６ ２１ １．１９ ６．４ １３ １．３１ １１．０
移動 ３３ ２．４８ ７．４ ２４ ２．４６ ７．３ ９ ２．５６ ７．６
病院 ２ １．００ ０．４ ２ １．００ ０．６ ０
出張・実習先 １ ４．００ ０．２ １ ４．００ ０．３ ０
その他 ２８ ３．３９ ６．３ １５ ３．３３ ４．５ １３ ３．４６ １１．０
総計 ４４８ １．９４ ３３０ １．８８ １１８ ２．１０
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 活動内容
①活動内容の１０月・６月比較
図６ 活動内容の割合１０月・６月比較
活動内容は「必需行動」「自
由行動」「拘束行動」の３つに
分類された後個別の活動内容が
選択された。１０月と比較する
と，６月は平日において「自由
行動」が３４．４％から４４．６％に増
加し，「拘束行動」は４８．７％か
ら３７．３％に減少した。平日の
「必需行動」も１６，９％から１８％
に微増した。週末は逆に「自由行動」が５１．５％から４２．４％に減少し，「必需行動」が１５％
から２０．３％に増加，「拘束行動」も３３．５％から３７．３％に微増した（図６）。
②活動内容によるレジャー・レクリエーション認識
図７ 活動内容ごとのレジャー値平均 １０月・６月比較
６月週末では「自由行動」と
他の２つの内容とに１点以上の
差があるが，平日は差が小さく
なっている。１０月との比較で
は，６月平日・週末ともに「必
需行動」のレジャー値がわずか
に下がり，「拘束行動」は微増
している（図４）。
 同伴者（表２，図８，図９）
①同伴者の１０月・６月比較
「家族，親戚」の割合は両月ともに高いものの６月のほうが７日間で約２０％と大幅に
減少した。平日の割合は「１人」２３．２％（＋５．８％，以下括弧内１０月との差），「家族，
親戚」２３％（－３５．９％），「友人」２０．４％（＋９．９％），「知らない人」１６．２％（＋１１．４％），
「教師・指導者・上司」１０．９％（＋９．６％），「職場の人」４．７％（－１．８％），「その他」１．７％
（＋１．１％）の順であった。週末は「家族，親戚」４０．１％（－２５．５％），「友人」１９．１％
（＋８．８％），「知らない人」１４％（＋５．３％），「１人」１０．２％（＋２．１％）「職場の人」８．３％
（＋３．３％），「教師・指導者・上司」７．６％（＋５．５％），「その他」０．６％（＋０．６％）の
順であった。
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図８ 同伴者割合 １０月・６月比較（平日） 図９ 同伴者割合 １０月・６月比較（週末）
人数
平日 週末
Ｎ 割合
差
Ｎ 割合
差
６月 １０月 ６月 １０月 ６月 １０月 ６月 １０月
３３０ ７０８ １１８ ２７２
１人 １２１ ２６７ ３６．７％ ３７．７％ １．０％ ２５ ６８ ２１．２％ ２５．０％ ３．８％
２－５人 １２１ ３８４ ３６．７％ ５４．２％ １７．６％ ６７ １６１ ５６．８％ ５９．２％ ２．４％
６－１０人 １８ １８ ５．５％ ２．５％ ２．９％ ７ １９ ５．９％ ７．０％ １．１％
１１－５０人 ５１ ３７ １５．５％ ５．２％ １０．２％ ８ １９ ６．８％ ７．０％ ０．２％
５１人以上－ １９ ２ ５．８％ ０．３％ ５．５％ １１ ５ ９．３％ １．８％ ７．５％
 一緒に活動していた人数（表２，図１０，図１１）
①一緒に活動していた人数の１０月・６月比較
平日，週末ともに１０月と６月とで，有意な差が見られた。特に平日の「２～５人」が
３６．７％（－１７．６％，以下括弧内１０月との差）と大幅に減少し，「１１～５０人」が１５．５％
（＋１０．２％）に増加した。「１人」は６月平日３６．７％（－１．０％）週末２１．２％（－３．８％）
でほぼ同じ割合であった。「１人」と「２～５人」を合わせると１０月が８～９割，６月
が約７割と高い割合を示すが，１年間一定ではなく季節による変化があることが認めら
れた。
表２ 一緒に活動していた人数の割合
６２ 粥川：既婚女性のレジャ－行動分析（２）
10月週末 
6月週末 
1人 
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15
図１０ 一緒に活動していた人数の割合
１０月・６月比較（平日）
図１１ 一緒に活動していた人数割合
１０月・６月比較（週末）
 気分（表３，図１２，図１３）
「安定－いらいら」「緊張－リラックス」「満足－不満足」「退屈－わくわく」「おだやか
－不安」「幸せ－不幸せ」「のんびり－せわしない」「嫌な－うれしい」「重苦しい－さわや
か」「自由－束縛」の１０項目を下線でしめしたポジティブの側が５点，ネガティブの側が
１点になるように修正し平均値と標準偏差を１０月と６月とで比較した。
ポジティブな気分の平均値が高かった順は６月で「安定－いらいら」３．８６，「緊張－リ
ラックス」３．７１，「幸せ－不幸せ」３．６９，「満足－不満足」３．６３，「のんびり－せわしない」
３．５５，「嫌な－うれしい」３．４６，「自由－束縛」３．４４，「重苦しい－さわやか」３．２７，「退屈
－わくわく」３．１８であった。１０月は「安定－いらいら」４．０，「おだやか－不安」「自由－
束縛」３．９，「緊張－リラックス」３．８２，「のんびり－せわしない」３．７，「満足－不満足」３．６，
「幸せ－不幸せ」３．５，「重苦しい－さわやか」３．２９，「嫌な－うれしい」３．２２，「退屈－わ
くわく」３．１２であった。
それぞれの平均値は２００７年１０月に行った前回の調査と非常に近い値であった（図９）。
６月のほうが上昇したのは「嫌な－うれしい」０．２４，「幸せ－不幸せ」０．１９などで，「自
由－束縛」－０．４６，「おだやか－不安」－０．１９，「のんびり－せわしない」－０．１５，「安定
－いらいら」－０．１４，「緊張－リラックス」－０．１１が若干低下した。平日の活動内容で
「自由行動」の占める割合が若干増加したが，「自由－束縛」の気分は６月のほうがやや
ネガティブな傾向を示した。
表３ 気分得点 －ポジティブを５点に修正－
安定
いらいら
リラックス
緊張
満足
不満足
わくわく
退屈
おだやか
不安
幸せ
不幸せ
のんびり
せわしない
嬉しい
嫌な
さわやか
重苦しい
自由
束縛
７日間
１０月 ４．００ ３．８２ ３．６０ ３．１２ ３．９０ ３．５０ ３．７０ ３．２２ ３．２９ ３．９０
６月 ３．８６ ３．７１ ３．６３ ３．１８ ３．７１ ３．６９ ３．５５ ３．４６ ３．２７ ３．４４
差 ０．１４ ０．１１ ０．０３ ０．０６ ０．１９ ０．１９ ０．１５ ０．２４ ０．０２ ０．４６
平日
１０月 ４．００ ３．８０ ３．６０ ３．１０ ３．８０ ３．５０ ３．６０ ３．２０ ３．３０ ３．８０
６月 ３．８４ ３．７３ ３．６１ ３．０９ ３．７１ ３．６４ ３．５５ ３．４３ ３．２５ ３．３７
差 ０．１６ ０．０７ ０．０１ ０．０１ ０．０９ ０．１４ ０．０５ ０．２３ ０．０５ ０．４３
週末
１０月 ４．１０ ３．９０ ３．６０ ３．２０ ４．１０ ３．５０ ３．８０ ３．３０ ３．４０ ４．００
６月 ３．９１ ３．６６ ３．６６ ３．４３ ３．７１ ３．８４ ３．５３ ３．５１ ３．３４ ３．６３
差 ０．１９ ０．２４ ０．０６ ０．２３ ０．３９ ０．３４ ０．２７ ０．２１ ０．０６ ０．３７
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図１２ 気分の値１０月・６月比較（平日） 図１３ 気分の値１０月・６月比較（週末）
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図１４ 「忙しい１－５ひま」の値 図１５ 「活動的１－５静的」の値
 状況
「忙しい－ひま」「活動的－静的」について下線側を５点とする５段階で回答を得た。
①状況値１０月・６月比較
「忙しい－ひま」について，１０月と比較して６月の平日は忙しさがやや緩和し，週末
は逆に忙しさが増していた（図１４）。「活動的－静的」については平日週末ともに６月の
ほうが活動的な傾向が強まり，特に週末は０．４７点の差が見られた（図１５）。
６４ 粥川：既婚女性のレジャ－行動分析（２）
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図１６「忙しい１－５ひま」のレジャー値平均値 図１７「活動的１－５静的」のレジャー値平均値
 体調
「体調はいかがでしたか」という設問項目に，非常に良いを５点，非常に悪いを１点と
して５段階で回答を得た。５段階の平均値と標準偏差は７日間３．４３ SD１．０６（＋０．０８以下
括弧内１０月との差），平日３．４３ SD１．０９（＋０．０３），週末３．３９ SD０．９５（＋０．２２）で，６月
のほうが若干上昇した。１０月，６月ともに週末より平日のほうが体調が良い傾向が見られた。
 活動に対する意識や態度
１）「その活動をもっと続けたかったですか」という設問に，「続けたい」を５点，「やめ
たい」を１点として５段階で回答を得た。平均値と標準偏差は７日間３．２４ SD１．３（－
０．１１），平日３．２１ SD１．３２（－０．１５），週末３．３３ SD１．２２（＋０．０１）であった。平日は
６月のほうが「続けたい」の値がやや低下したが，週末はほぼ同じ値を示した。
２）「それは自分で選んだ活動でしたか？それともするように求められた活動でしたか？」
という設問に，「自分で選んだ」を５点，「求められた」を１点として５段階で回答を得
た。６月，１０月ともに３．５以上の高い値であった。平均値と標準偏差は７日間４．００SD１．１１
（＋０．４０），平日３．９７ SD１．１６（＋０．４０），週末４．０９ SD０．９７（＋０．４０）と６月のほうが
さらに高い値を示した。
３）「それをどれくらい真剣にやっていましたか？」という設問に，「真剣」を５点，「真
剣でない」を１点として５段階で回答を得た。平均値と標準偏差は７日間３．４４ SD１．１１
（－０．２１），平日３．３６ SD１．１８（－０．３３），週末３．６８ SD０．８８（０．１３）であった。１０月の
調査では平日のほうが「真剣」の値が高く，６月は週末のほうが高かった。
４）「それをすることは，あなたにとって簡単なことでしたか？それともチャレンジが必
要でしたか？」という設問に，「簡単」を１点，「チャレンジが必要」を５点として５段
階で回答を得た。平均値と標準偏差は７日間２．０４ SD１．１０（＋０．０８），平日２．０１SD１．１１
（＋０．０９），週末２．１３ SD１．０６（＋０．０５）であった。１０月の調査同様に「簡単」な傾向
６５
設問 月
件数 ７日間 平日 週末
総数 平日 週末 平均 sd 平均 sd 平均 sd
Ｑ５．体調はいかがでしたか？（５段階）
非常に悪い（１～５） １０月 ９８３ ７１１ ２７２ ３．３４ １．３８ ３．４０ １．３８ ３．１７ １．０３
非常に良い ６月 ４４８ ３２９ １１９ ３．４２ １．０６ ３．４３ １．０９ ３．３９ ０．９５
差 ５３５ ３８２ １５３ ０．０８４３ ０．３１９ ０．０３１ ０．２８２ ０．２２２２ ０．０８３
Ｑ６．その活動をもっと続けたかったですか？（５段階）
やめたい（１～５） １０月 ９８２ ７１０ ２７２ ３．３５ １．１３ ３．３６ １．１３ ３．３２ １．１５
続けたい ６月 ４４９ ３３０ １１９ ３．２４ １．３０ ３．２１ １．３２ ３．３３ １．２２
差 ５３３ ３８０ １５３ ０．１０８ ０．１６５３ ０．１５２ ０．１９３３０．０１１６０．０６１２
Ｑ７．それは自分で選んだ活動でしたか？それともするように求められた活動でしたか（５段階）
求められた（１～５） １０月 ９８３ ７１１ ２７２ ３．６０ １．４４ ３．５７ １．４４ ３．６９ １．３６
自分で選んだ ６月 ４４９ ３３０ １１９ ４．００ １．１１ ３．９７ １．１６ ４．０９ ０．９７
差 ５３４ ３８１ １５３ ０．３９９ ０．３３１ ０．３９８７ ０．２８５ ０．４０４９ ０．３８２
Ｑ８．それをどのくらい真剣にやっていましたか？（５段階）
真剣でない（１～５） １０月 ９８０ ７０９ ２７１ ３．６５ １．０６ ３．６９ １．０６ ３．５５ １．０２
真剣 ６月 ４４９ ３３０ １１９ ３．４４ １．１１ ３．３６ １．１８ ３．６８ ０．８８
差 ５３１ ３７９ １５２ ０．２０７ ０．０５９２ ０．３３１ ０．１２１４ ０．１３０９ ０．１３４
Ｑ９．それをすることは、あなたにとって簡単なことでしたか？それともチャレンジが必要でしたか（５段階）
簡単（１～５） １０月 ９８３ ７１１ ２７２ １．９６ １．０７ １．９２ １．０７ ２．０８ １．１１
チャレンジが必要 ６月 ４４９ ３３０ １１９ ２．０４ １．１０ ２．０１ １．１１ ２．１３ １．０６
差 ５３４ ３８１ １５３ ０．０７７７ ０．０２４８ ０．０９２１ ０．０３７８ ０．０４５２ ０．０４８
Ｑ１０．それはレジャー・レクだと考えますか？それとも別のものと考えますか？（５段階）
レジャー・レクとは別（１～５） １０月 ９８２ ７１１ ２７１ １．９３ １．３３ １．８３ １．３３７ ２．２０ １．４５
レジャー・レク ６月 ４４９ ３３０ １１９ １．９４ １．３１ １．８８ １．２５ ２．１１ １．４４
差 ５３３ ３８１ １５２ ０．００９１ ０．０２１ ０．０４９ ０．０７５ ０．０８６ ０．００９
Ｑ１１．それは、生きがいだと考えますか？それとも別のものと考えますか？（５段階）
生きがい（１～５） １０月 ９８０ ７１０ ２７０ ２．７６ １．３９ ２．７４ １．３９ ２．８４ １．４０
生きがいとは別 ６月 ４４９ ３３０ １１９ ３．１２ １．４４ ３．０８ １．４７ ３．２１ １．３６
差 ５３１ ３８０ １５１ ０．３５２５ ０．０４５ ０．３４６６ ０．０７１５ ０．３７３ ０．０３５
Ｑ１２．それは、あなたにゆとりを与えたと考えますか？それとも別だと考えますか？（５段階）
ゆとりとは別（１～５） １０月 ９８３ ７１１ ２７２ ２．９８ １．５０ ２．９３ １．５０ ３．１０ １．４８
ゆとり ６月 ４４９ ３３０ １１９ ３．０４ １．４９ ３．０２ １．５１ ３．１２ １．４４
差 ５３４ ３８１ １５３ ０．０６３７ ０．００５ ０．０８１３ ０．０１５１ ０．０２２１ ０．０４
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が見られたが，６月のほうがやや「チャレンジが必要」へ移行した。
表４ 各質問項目ごとの値と平均 １０月・６月比較
図１８ 設問ごとの平均値 １０月・６月比較
６６ 粥川：既婚女性のレジャ－行動分析（２）
件数 割合
平日 週末 平日 週末
自宅 ２ ３ １４．３％ ２１．４％
知人・友人宅 ０ ０ ０．０％ ０．０％
学校 ５ ０ ３５．７％ ０．０％
商業施設 ２ ４ １４．３％ ２８．６％
勤務・アルバイト先 ０ ０ ０．０％ ０．０％
移動 １ １ ７．１％ ７．１％
病院 ０ ０ ０．０％ ０．０％
出張・実習先 ０ ０ ０．０％ ０．０％
その他 ４ ６ ２８．６％ ４２．９％
総計 １４ １４
表６ レジャー・レクリエーション認識の
高かった（５点）活動内容
件数 割合
平日 週末 平日 週末
必需行動 ２ １ １４．３％ ７．１％
自由行動 ８ １２ ５７．１％ ８５．７％
拘束行動 ４ １ ２８．６％ ７．１％
総計 １４ １４
必需行動
平日 睡眠１ 入浴・化粧１
週末 食事１
自由行動
平日
ボランティア２ 運動２ 対面会
話２ 休息１ 趣味・娯楽１
週末
その他３ ボランティア２ 運動２
趣味・娯楽２ マスメディア接触
１ 行楽・旅行１ 飲食１
拘束行動
平日 学業４
週末 炊事１
表７ レジャー・レクリエーション認識の
高かった（５点）活動内容の内訳
 レジャー・レクリエーション認識
１）平均値と６月・１０月比較
「それはレジャー・レクリエーションだと考えますか？それとも別のものと考えます
か？」という設問に「レジャー・レクリエーション」を５点，「レジャー・レクリエー
ションとは別」を１点として５段階で回答を得た。平均値と標準偏差は７日間１．９４ SD
１．３１（＋０．０１），平日１．８８ SD１．２５（＋０．０５），週末２．１１ SD１．４４（－０．０９）であった。
２）レジャー・レクリエーション認識の高かった行動の特徴
上記の設問に５と答えレジャー・レクリエーション認識が高いときの傾向を６月の平
日と週末とで比較した。
・レジャー・レクリエーション認識の高かった活動場所は，平日では学校，その他（町
民センター等），週末ではその他，商業施設，自宅の順であった。
表５ レジャー・レクリエーション認識の
高かった（５点）活動場所
・レジャー・レクリエーション認識の高
かった活動内容は自由行動で平日は
５７．１％，週末は８５．７％で週末のほうが
その傾向が顕著であった。「その他」で
は講演会の自由記述があった。必需行
動と拘束行動の内訳は睡眠，入浴，炊
事，食事など日常的な活動で，少ない
件数ではあるが時にはレジャー・レク
リエーション認識の値が高くなる。趣
味・娯楽，行楽・旅行や講演会の機会
は少ないが，非日常性からレジャー・
レクリエーション認識の値が高いと考えられる。ボランティア，学業，運動は週に１
回～数回定期的に参加し，自宅や家事といった日常からの開放により，リフレッシュ
する効果があると考えられる。
・レジャー・レクリエーション認識の高
かった同伴者は平日は「友人」，「知ら
ない人」，「家族・友人」「職場の人」の
６７
件数 割合
平日 週末 平日 週末
１人 ２ ０ ７．４％ ０．０％
家族・親戚 ３ ７ １１．１％ ２４．１％
友人 ９ ８ ３３．３％ ２７．６％
教師・指導者・上司 ４ ５ １４．８％ １７．２％
職場の人 ３ ０ １１．１％ ０．０％
知らない人 ６ ７ ２２．２％ ２４．１％
その他 ０ ２ ０．０％ ６．９％
計 ２７ ２９
表８ レジャー・レクリエーション認識の高かった
（５点）同伴者
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図１９ レジャー ・レクリエーション認識の高かった（５点）時
の気分 ６月平日・週末比較
表９ レジャー・レクリエーション認
識の高かった（５点）時の気分
平日 週末
４．０７ 不安（１～５）安心 ４．５８ 退屈（１～５）わくわく
４．１４ 不満足（１～５）満足 ４．５０ いらいら（１～５）おだやか
４．０７ 退屈（１～５）わくわく ４．５０ 不幸せ（１～５）幸せ
４．００ 不幸せ（１～５）幸せ ４．３６ 不満足（１～５）満足
３．８６ いらいら（１～５）おだやか ４．３３ 嫌な（１～５）好きな
３．７３ 嫌な（１～５）好きな ４．２５ どんより（１～５）さわやか
３．６７ どんより（１～５）さわやか ４．２１ 不安（１～５）安心
３．２９ せわしない（１～５）のんびり ４．００ 束縛（１～５）自由
３．２９ 束縛（１～５）自由 ３．７５ 緊張（１～５）リラックス
３．１３ 緊張（１～５）リラックス ３．７１ せわしない（１～５）のんびり
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図２０ レジャー値５の時の各項目値 図２１ レジャー値５の時の活動状況
順であった。週末は「友人」，「家族・友人」，「知らない人」，「教師・指導者・上司」
の順であった。
・気分は全ての項目でポジティブな傾
向が見られた。週末のほうが平日よ
りさらにその傾向が強く，「わくわ
く」「穏やか」「幸せ」は４．５以上の
高い値であった。
・活動状況は，「忙しい―暇」「静的―
活動的」ともに中間値に近くどちら
ともいえない状況であった。そのな
かで週末はやや「活動的」になる傾
向が見られた。
６８ 粥川：既婚女性のレジャ－行動分析（２）
 生きがい・ゆとりの認識
１）「それは，生きがいだと考えますか？それとも別のものと考えますか？」という設問
に「生きがい」は５点，「いきがいとは別」を１点として５段階で回答を得た。平均値
と標準偏差は７日間３．１２ SD１．４４（＋０．３５），平日３．１２SD１．４４（＋０．３５），週末３．２１SD
１．３６（＋０．３７）で６月のほうがポジティブな傾向を示した（表４）。６月のほうが若干
ポジティブな値が高かったが，１０月，６月ともに３点に近く，どちらともいえない傾向
が見られた（図１５）。
２）「それは，あなたにゆとりを与えたと思いますか？それとも別だと考えますか？」と
いう設問に「ゆとり」を５点，「ゆとりとは別」を１点として５段階で回答を得た。平
均値と標準偏差は７日間３．０４SD１．４９（＋０．０６），平日３．０２SD１．５１（＋０．０８），週末３．１２
SD１．４４（＋０．０２）であった。１０月，６月ともに中間値の３点に近く，どちらともいえ
ない傾向が見られた。
Ⅴ．ま と め
今回の調査地は北緯４３度に位置し，日照時間は冬至の期間と夏至の期間を比較すると１か月
間で約７５時間短い。また日の出と日の入のおおよその時間は，１０月の日の出は６時で日の入り
は１７時であるのに対し，６月の日の出は４時で日の入りは１９時である。著者らは，日照という
外的環境要因が，北方圏に生活する既婚女性の日常行動やその活動時の気分，特にレジャー行
動へ及ぼす影響の有無を検証するため１０月と６月の調査を比較したところ，次の点が明らかと
なった。
・活動場所は６月のほうが「自宅」の割合が約２０％減少し，「学校」「商業施設」が増加した。
特に６月の平日で自宅の割合が減少した。
・活動内容は，１０月より６月のほうが「自由行動」の割合が増加し，「拘束行動」が低下し
た。必需行動はほぼ同じ割合で季節による差が小さかった。
・レジャー・レクリエーション認識が高かった活動内容は「自由行動」が多かった。「趣味・
娯楽」，「行楽・旅行」や「その他（講演会）」など機会が少ない非日常的な活動と，週に
１回～数回定期的に参加する「ボランティア」，「運動」などが，自宅以外の活動場所とあ
いまって日常から開放されリフレッシュする効果があると考えられる。
・少ない件数ではあるが，必需行動や拘束行動でも「睡眠」，「入浴」，「炊事」，「食事」，「学
業」など，日常的な活動であってもその前後の活動との関連や同伴者によって，時にはレ
ジャー・レクリエーション認識の値が高くなることがわかった。
・同伴者は，６月のほうが「家族，親戚」の割合が約２０％減少した。た。特に平日は「友人」
「教師」「知らない人」の割合が増えている。
・人数は，平日，週末ともに１０月と６月とで有意な差が見られた。特に平日は差が大きく，
６９
家族と見られる「２～５人」が減少している。「１人」の割合は大きく変わらなかった。
・気分は，１０月と６月とでほぼ同様の傾向であった。若干の差として，６月のほうが「自由」
「のんびり」「穏やか」がやや低下，「うれしい」「幸せ」がやや上昇した。
・状況は，週末において，６月のほうが活動的で忙しい傾向が見られた。平日は１０月と６月
の差は小さいが，６月のほうが活動的で暇の傾向が見られた。
・体調その他では，ポジティブなほうが５ポイントになるように変換し，平均値を１０月と６
月とで比較した。１０月より上回ったのは「生きがい」（７日間＋０．５），「自分で選んだ」
（７日間＋０．４），「体調」（週末＋０．２）であった。低下したのは「真剣」（平日－０．３），
「もっと続けたい」（平日－０．１５）で，他はほぼ同じ傾向を示した。特に「自分で選んだ」
は１０月，６月ともに４点以上のポジティブな値を示した。「レジャー・レクリエーション」
は１０月，６月ともに２点前後の低い値を示した。
以上のことから既婚女性においては、日照時間が長い６月は自由活動が増え，家族以外の人
と過ごす機会も増加していた。６月の方が１０月より「活動的」であったが，平日の「忙しい」
の値はむしろ下がっていた。これは、既婚女性が家事に費やす１日の作業量は年間を通して変
化しないので，日照時間の短い１０月の方が相対的に自由活動の割合が減少し，あわただしさが
増したと考えられる。また，既婚女性の「気分」は６月と１０月とで大きな差がなく，常にポジ
ティブな傾向が見られた。その中でも講演会やスポーツ，行事等の日常生活と異なる活動はレ
ジャー・レクリエーション認識が高く，よりポジティブな「気分」を示した。
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